
 

第 21 回 名古屋市アジア・アジアパラ競技大会推進本部会議 

次 第 

 

日 時：令和 6 年 5 月 28 日（火）10:00～ 

場 所：本庁舎 2 階 第 1 会議室     

 

 

○ 開会 

 

 

○ 議題 

 

 １ アジア・アジアパラ競技大会に係る令和６年度の主なスケジュールについて 

                                 【資料１】 

 

 ２ アジア・アジアパラ競技大会に係る組織・人員体制について【資料２】 

 

 ３ 各局への依頼事項【資料３】 

   ・大会組織委員会からの依頼事項について 

   ・各局区室での取り組みの取りまとめについて 

   ・大会期間中の各局区室の事業について 

   ・NAGOYA ビジョンの改訂について 

 

〇 報告事項 

 

 ・競技会場の仮決定について【資料４】 

 

 ・マーケティング・広報等の現状について【資料５】 

 

 ・選手団宿泊施設としてのクルーズ船の活用の検討について【資料６】 

 

 ・アジア・アジアパラ競技大会に関する懇談会について【資料７】 



2023年度 2024年度 2025年度

開催までの主な取組予定
2026年度

組
織
委
員
会

主
な
事
業

競技・
競技会場

宿泊

輸送

警備

マーケティング

区分

組織委員会の運営

開
催
都
市

組
織
委
・

開
催
都
市

情報・メディア

広報・ＰＲ

式典

ボランティア

開催都市における
大会運営主

な
事
業

開催機運の醸成

アクセシビリティ・ガイドライン

開催都市の取組

名古屋競馬場跡地
後利用

レガシー

バリアフリー

組織拡充・強化

選手エントリー競技プログラム決定

基本設計等準備 実施設計・工事

第
20
回
ア
ジ
ア
競
技
大
会
・
第
５
回
ア
ジ
ア
パ
ラ
競
技
大
会

基本設計

第
19
回
ア
ジ
ア
競
技
大
会
・
第
４
回
ア
ジ
ア
パ
ラ
競
技
大
会(

中
国
・
杭
州)

競技の決定・会場の仮決定

ＯＣＡや各競技団体の会場確認等

テストイベント実施

運営マニュアル作成、運営テスト

仮配宿計画・配宿計画Ver.1提出 配宿計画改定

宿泊施設との交渉・契約・運営調整 配宿管理

ホテル等の既存施設を活用した選手村機能の基本計画作成・実施計画作成

警備ガイドライン作成（逐次改定）

警備計画作成（逐次改定）

輸送計画作成

運行計画作成
（逐次改定）

大会情報システム要件定義・設計・開発

運用(一部先行稼働)
メインメディアセンター(MMC)の設計・施工・運営

広報・ＰＲ

杭州との共同ＰＲ

スポンサー交渉

●公式グッズ販売開始
●チケット販売

アジア競技大会・アジアパラ競技大会マスコットの検討・作成

アジアパラ競技大会

スローガン・

マーケティング代理店選定

開閉会式 基本・実施・運営計画策定

聖火リレー 実施・運営計画策定 ●聖火リレーの実施

●開閉会式の実施

文化プログラム実施

文化プログラム 基本方針検討

文化プログラム募集

聖火リレー 基本計画策定

文化プログラム 実施・運営計画策定

●1000日前イベントの実施

県内での機運醸成
フラッグツアーの実施

●２年前イベントの実施 ●１年前イベントの実施
●フラッグハンドオーバーセレモニーの実施

●杭州大会に合わせた広報・ＰＲ

観客輸送計画の作成
バス運行計画の作成

警備要員・警備資機材の調大会施設外の警備計画の策定

●新場外馬券売場供用

造成、地区内道路・雨水貯留施設・ライフライン整備等

●アジアパラ競技大会開催都市契約締結

ガイドラインの周知・環境整備の促進（ハード・ソフト面）

●ガイドライン策定
検討会の開催

第３回

●

第２回

●

第１回

●

基本計画策定

募集・選考・研修

実施計画及び運営

ＮＡＧＯＹＡビジョンの推進

●第1回調整委員会（OCA） （以降、順次開催）

●アジアパラ競技大会のHP運用開始

フラッグツアーの実施（名古屋市内区役所）
広報なごやでの大会特集の連載

●ＮＡＧＯＹＡビジョンの改訂

都市オペレーション運営計画 都市オペレーションに関する調整

アクセスルートのバリアフリー調査 設計・改修

瑞穂公園陸上競技場地区バリアフリー基本構想に係る対応

  

資料１



 

 

 

アジア・アジアパラ競技大会に係る人員体制等について 

 

 

１ 趣 旨 

 令和８年度のアジア・アジアパラ競技大会開催に向けて、これまで組

織委員会及び総務局において執行体制を構築してきた。開催準備が本格

化する中、現時点で想定している本市の人員規模について報告するもの。 

 

２ 本市の人員体制（精査中） 

区 分 令和６年度 令和７年度 令和８年度 

組織委員会 ９２人 組織委員会において現在精査中 

開催都市業務 ２６人 ５０～６０人程度 ６０～７０人程度 

※令和６年度は４月１日時点の人数 

※令和７年度、８年度の本市の組織委員会への派遣人数は、過去大会の状

況等を踏まえると、現時点では、１７０人程度と想定 

※上記のほか、大会開催時には競技会場運営や関係各所との連絡調整等

を行う人員が短期間必要となる見込み 

※令和６年９月頃までを目途に精査予定 

 

３ その他 

 大会開催時には、緊急時の対応等のため、各局区室において、連絡・

連携のための体制構築を依頼させていただく予定。 
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アジア・アジアパラ競技大会に関する各局区室への依頼について 

 

１ 趣旨 

  各局区室において、様々な取り組みを実施しているが、推進本部会議においてあらため

て各局区室と共通認識をもち、大会に向けた取り組みをより効率的に進めていくもの。 

 

２ 依頼事項 

 ア 組織委員会から依頼事項について 

   これまでも様々な協力依頼をしているところではあるが、組織委員会から開催都市

（愛知県・名古屋市）に対し、様々な協力依頼が来ているため、総務局で内容を精査し、

あらためて各局区室へ協力を依頼するもの。 

   詳細については、今後、組織委員会と調整を行ったうえで、総務局から各局区室へ既

存の会議や個別に依頼をしていく。 

 

 イ 各局区室での取り組みの取りまとめについて 

   各局区室において、様々な取り組みを実施しているところだが、大会に向けて、より

効率的・効果的に取り組みを進めるために、総務局であらためて事業を把握するもの。 

   詳細については、総務局から各局区室へ照会をするので、ご回答いただきたい。 

 

 ウ 大会期間中の各局区室の事業について 

   大会期間中は、市内各所において交通規制の実施や、警備員やボランティアの活動を

想定しているが、それに限らず、例年、大会期間中に実施している各局区室における事

業との調整をさせていただきたい。 

   詳細については、総務局から各局区室へ照会をするので、ご回答いただき、その後、

総務局が各局区室と個別に調整をさせていただく。 

 

エ ＮＡＧＯＹＡビジョンの改訂について 

   次期総合計画が策定されることに伴い、ＮＡＧＯＹＡビジョンの改訂を行うことを予

定しており、取りまとめに際して、各局区室へ協力を依頼するもの。 

   今後、総務局において、改訂案を作成するので、各局区室において、確認いただき、

掲載事業に対する意見を出していただきたい。 

   なお、今回のＮＡＧＯＹＡビジョンの改訂については、時点更新をするものとして進

めてまいりたい。 
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アジア競技大会 競技会場の検討状況一覧表 

 

≪開催都市契約に基づく実施競技≫ 

①パリオリンピック実施競技（32 競技） 

②アジア５地域の競技（５競技） 
③組織委員会提案競技（２競技） 
④ＯＣＡ提案競技（２競技） 

区分 競技 種別 仮決定会場 

パ
リ
オ
リ
ン
ピ
ッ
ク
実
施
32
競
技 

1 水泳 

競泳／飛込  ① 東京アクアティクスセンター 

アーティスティックスイミング  ② 古橋廣之進記念浜松市総合水泳場[ToBiO] 

水球 ③ 名古屋市総合体育館[レインボープール] 

マラソンスイミング  ④ 新舞子マリンパーク 

2 アーチェリー    ⑤ 岡崎中央総合公園多目的広場他 

3 陸上競技 

（トラック／フィールド） ⑥ 名古屋市瑞穂公園陸上競技場 

（マラソン） ⑥ 名古屋市瑞穂公園陸上競技場（都心コース） 

（競歩） ⑦ 愛知県庁・名古屋市役所周辺コース 

4 バドミントン   ⑧ 一宮市総合体育館 

5 バスケットボール 
バスケットボール ⑨ ウィングアリーナ刈谷 

３×３ ⑩ 金城ふ頭駅前特設コート 

6 ボクシング   ⑪ 西尾市総合体育館 

7 カヌー・カヤック 
スプリント ⑫ 三好池 

スラローム ⑬ 矢作川カヌースラロームコース 

8 自転車競技 

トラックレース ⑭ 伊豆ベロドローム 

ロードレース ⑮ 新城市内発着コース 

マウンテンバイク ⑯ 小幡緑地 

BMXレース ⑰ 名古屋競輪場 BMXレースコース 

BMXフリースタイル ⑱ 愛知県国際展示場[Aichi Sky Expo] 

9 馬術 馬場馬術／総合馬術／障害馬術 ⑲ JRA 馬事公苑 

10 フェンシング  ⑱ 愛知県国際展示場[Aichi Sky Expo] 

11 サッカー 

 ⑳ 豊田スタジアム 
 ㉑ 名古屋市港サッカー場 
 ㉒ ウェーブスタジアム刈谷 
 ㉓ 名古屋市瑞穂公園ラグビー場 
 ㉔ 長良川競技場 
 ㉕ 小笠山総合運動公園エコパスタジアム 
 ㉖ 京都府立京都スタジアム 
 ㉗ 長居陸上競技場 
 ㉘ 神戸総合運動公園ユニバー記念競技場 

12 ゴルフ  ㉙ 愛知カンツリー倶楽部東山コース 

13 体操 体操／新体操／トランポリン ㉚ 名古屋市総合体育館[レインボーホール] 

14 ハンドボール 
 
 

㉛ 春日井市総合体育館 

㉜ 豊田合成記念体育館[エントリオ] 

15 ホッケー  ㉝ 岐阜県グリーンスタジアム 

16 柔道  ㉞ 愛知県新体育館[愛知国際アリーナ] 

17 近代五種 （レーザーラン／障害物レース ／フェンシング／水泳）  ㉟ 安城市総合運動公園陸上競技場他 

18 ローイング  ㊱ 長良川国際レガッタコース 

 

 

 

 

 

 
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 
 

 

 

 

 

 

 

 

区分 競技 種別 仮決定会場 

パ
リ
オ
リ
ン
ピ
ッ
ク
実
施
32
競
技 

19 ラグビー  ㉓ 名古屋市瑞穂公園ラグビー場 

20 セーリング  ㊲ 海陽ヨットハーバー 

21 射撃  ㊳ 愛知県総合射撃場 

22 卓球  ㊴ スカイホール豊田 

23 テコンドー  ㊵ 豊橋市総合体育館 

24 テニス テニス／ソフトテニス ㊶ 名古屋市東山公園テニスセンター 

25 トライアスロン ㊷ 蒲郡市内特設コース 

26 バレーボール 
バレーボール 

㊸ 岡崎中央総合公園総合体育館 

㊹ 小牧市スポーツ公園総合体育館 

ビーチバレーボール ㊺ 碧南緑地ビーチコート 

27 ウエイトリフティング ㊻ 名古屋市中小企業振興会館 

28 レスリング フリースタイル／グレコローマンスタイル ㉞ 愛知県新体育館[愛知国際アリーナ] 

29 ブレイキン   ㉞ 愛知県新体育館[愛知国際アリーナ] 

30 スケートボード ⑱ 愛知県国際展示場[Aichi Sky Expo] 

31 スポーツクライミング ㊼ 名古屋市国際展示場[ポートメッセなごや] 

32 サーフィン   ㊽ 田原市赤羽根町大石海岸（ロングビーチ）他 

ア
ジ
ア
５
地
域 

33 クラッシュ  ㊾ 愛知県武道館 

34 武術太極拳  ㊾ 愛知県武道館 

35 カバディ  ㊿ 東海市民体育館 

36 セパタクロー  51 名古屋市瑞穂公園体育館 

37 柔術  ㊾ 愛知県武道館 

組
織
委
員
会 

提
案
競
技 

38 
野球・ 
ソフトボール 

（野球） 
52 岡崎中央総合公園野球場 

53 豊橋市民球場 

（ソフトボール） 54 安城市総合運動公園ソフトボール場 

39 空手  ㊵ 豊橋市総合体育館 

  40 スカッシュ  55 名古屋金城ふ頭アリーナ 

41 Eスポーツ  ⑱ 愛知県国際展示場[Aichi Sky Expo] 

 
（注）仮決定した競技会場については、ＯＣＡやＡＦ等との調整及び新たな施設の整備等により、変更の可能性あり 

別添１－１ 

Ｏ
Ｃ
Ａ 

提
案
競
技 

競技会場マップ(仮決定会場) 
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アジアパラ競技大会 競技会場の検討状況一覧表 

 

 

 

 競技 種別 仮決定会場 

1 アーチェリー  ① 岡崎中央総合公園多目的広場他 

2 陸上競技  ② 名古屋市瑞穂公園陸上競技場 

3 バドミントン  ③ 一宮市総合体育館 

4 ボッチャ  ④ 名古屋市総合体育館[レインボーホール] 

5 自転車競技 
トラックレース ⑤ 伊豆ベロドローム 

ロードレース ⑥ 日本サイクルスポーツセンターサーキット 

6 ブラインドフットボール ⑦ 名古屋市鶴舞公園多目的グラウンド[テラスポ鶴舞] 

7 ゴールボール  ⑧ 豊橋市総合体育館 

8 柔道  ⑨ 愛知県武道館 

9 パワーリフティング ⑩ 名古屋市中小企業振興会館 

10 射撃  ⑪ 愛知県総合射撃場 

11 バレーボール（座位） ⑫ 岡崎中央総合公園総合体育館 

12 水泳  ⑬ 名古屋市総合体育館[レインボープール] 

13 卓球  ⑭ スカイホール豊田 

14 テコンドー  ⑮ 名古屋市瑞穂公園体育館 

15 車いすバスケットボール ⑯ 愛知県新体育館[愛知国際アリーナ] 

16 車いすフェンシング ⑰ 名古屋市稲永スポーツセンター 

17 車いすラグビー  ⑱ ウィングアリーナ刈谷 

18 車いすテニス  ⑲ 名古屋市東山公園テニスセンター 

 
 

 

 
 

 

 

 

 

 

 

 

競技会場マップ(仮決定会場) 

別添１－２ 

（注）競技会場については、ＡＰＣやⅠＦ等との調整及び新たな施設の整備等により、変更の可能性あり 



マーケティング代理店との契約の締結について 

 

組織委員会では、効率的・効果的なマーケティング活動で必要な財源を

確保するため、業務の一部を委託するマーケティング代理店契約を締結し

た。 

 

（１）これまでの経緯 

2023 年 3 月 27 日 

組織委員会理事会で「マーケティング代理店の決定方法」を決議 

2023 年 9 月 27 日 

 代表理事に諮り、代理店候補企業を決定 

2024 年 2 月 5 日 

 代理店契約を締結 

 

（２）業務内容 

 ・スポンサーシッププログラムの開発 

・スポンサーセールス 

・スポンサー契約後のスポンサー対応 

・ライセンシングプログラムの開発、ライセンシーの募集・管理 

 

（３）契約当事者 

 ・公益財団法人愛知・名古屋アジア・アジアパラ競技大会組織委員会 

 ・愛知・名古屋 2026 マーケティング代理店業務共同事業体 

代表企業 株式会社新東通信 

構成企業 

株式会社 JTB コミュニケーションデザイン 

TOPPAN 株式会社 

楽天グループ株式会社 

 

（４）契約期間 

   契約締結日から 2027 年 3 月 31 日まで 
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第５回アジアパラ競技大会スローガン及びエンブレムの決定について 

 

 第５回アジアパラ競技大会スローガン及びエンブレムは、以下のとおり

とする。 

 

（１）スローガン 

 
 

 

【趣 旨】 

 競技場に立つパラアスリートたち、ひとりひとりの熱い想いを、私た

ちは想像できること。また、想像してみようと促すことで、誰もがここ

ろをひとつにする大会となるように言葉を開発設計しました。アジア競

技大会 愛知・名古屋「IMAGINE ONE ASIA ここで、ひとつに。」と対にな

り、その意味をさらに深める言葉としました。 

 

 

【スローガン制作者】 

坂本
さかもと

 和加
わ か

  コピーライター／合同会社コトリ社代表 

  



（２）エンブレム 

 

 

 

 

【趣 旨】 

 アジア競技大会エンブレムデザインの構成要素を使うことで、アジア

競技大会との連携を図り、パラアスリートの方々の燃え盛る熱きこころ

を温かみのある色彩で表現しました。愛知・名古屋大会から今後のアジ

アパラ競技大会へ絶えることなく熱きこころが繋がっていく持続性も表

しています。 

 

 

【エンブレム制作者】 

宮下
みやした

 浩
ひろし

  グラフィックデザイナー 

 

  



（３）選定について 

大会スローガン・エンブレムデザインは「第５回アジアパラ競技大会

を契機に愛知・名古屋から共生社会やパラスポーツの新しい方向性を発

信」というコンセプトをもとに、パラアスリート、県内大学生の意見も

踏まえ、制作検討委員会、組織委員会との協働討議により制作し、選定

委員会により 1 案に絞り、組織委員会理事会において最終決定した。 

 

＜スローガン・エンブレム制作検討委員会＞ 

役職名 氏 名 所属等 

委員長 廣村 正彰 
廣村デザイン事務所代表／専門：グラフィックデザ

イン 

委 員 伊藤 豊嗣 名古屋造形大学学長／専門：グラフィックデザイン 

委 員 田口 亜希 
公益財団法人日本財団パラスポーツサポートセンタ

ー推進戦略部ディレクター／パラリンピアン（射撃） 

委 員 田中 里沙 事業構想大学院大学学長／専門：広報・普及啓発 

（敬称略／委員は五十音順） 

 

＜スローガン・エンブレム選定委員会＞ 

役職名 氏 名 所属等 

委員長 廣村 正彰 
廣村デザイン事務所代表／専門：グラフィックデザ

イン 

委 員 伊藤 豊嗣 名古屋造形大学学長／専門：グラフィックデザイン 

委 員 大島 健吾 一般社団法人パラ陸上競技連盟 

委 員 加治 良美 一般社団法人日本障碍者カヌー協会 

委 員 小山 紘奈 
あいちトップアスリートアカデミーパラアスリート

部門（卓球） 

委 員 佐藤 圭一 公益財団法人日本トライアスロン連合 

委 員 田口 亜希 
公益財団法人日本財団パラスポーツサポートセンタ

ー推進戦略部ディレクター／パラリンピアン（射撃） 

委 員 田中 里沙 事業構想大学院大学学長／専門：広報・普及啓発 

委 員 廣瀬 誠 ＮＰＯ法人日本視覚障害者柔道連盟 

（敬称略／委員は五十音順） 

















 

１ 選手団宿泊施設としてのクルーズ船の活用の検討について 

（１） 経緯 

年月 内容 

２０２３年 

（令和５年） 

３月２７日 

・組織委員会理事会において、組織委員会会長であ

る大村知事が、選手村としてはホテルを活用する

こととし、メイン選手村については整備を取りや

める方向で、ＯＣＡと調整を行っていると報告し

た 

～ 

・ＯＣＡから相当数の施設に分宿することに対し、

選手の輸送や警備等、運営面での難しさと、選手

間交流の必要性について指摘された 

２０２４年

（令和６年） 

５月８日 

・選手団宿泊施設としてクルーズ船の活用を検討す

ることについて、組織委員会が報道発表するとと

もに、組織委員会会長である大村知事が、記者会

見を実施した 

２０２４年

（令和６年） 

５月１１日 

・選手団宿泊施設としてクルーズ船の活用を検討す

ることについて、組織委員会がＯＣＡ総会で報告

した 

 

（２） ２０２４（令和６年）５月８日 報道発表内容 

ア 検討内容 

  クルーズ船を「ホテルシップ」とし、選手団の宿泊施設として活用

すること 

 （注）船舶を一定期間港湾に停泊させて宿泊施設として使用すること 

 

 （ア）クルーズ船の規模等 

・３，０００人程度が収容可能な船舶を想定 

  （注）使用する船舶や使用条件 (使用期間や使用料)等は検討中 

資料６



 

（イ）停泊場所等 

・停泊場所：名古屋港 金城ふ頭 

  ・停泊期間：２０日程度（想定） 

（注）具体的な条件 (停泊位置、経費等)については関係機関等と調整中 

 

イ 選手団宿泊施設の状況（現時点における想定） 

場所 施設数 

名古屋市内＋ホテルシップ 約１０施設 

愛知県内（名古屋市以外） 約３０施設 

県外 約１０施設 

計 約５０施設 

※ 宿泊施設の集約や今後の施設側との契約交渉の状況等により、施

設数は変動する 

※ 競技会場との位置関係や利便性を考慮して選手団宿泊施設を割り当

てる 

 

（３）今後について 

・５月１１日のＯＣＡ総会での報告において、ＯＣＡから特段意見がな

かったことから、今後は組織委員会が引き続き本市とも密接に連携を

取りながら、船会社や関係各所等と実施に向けた調整を進めていく。 







アジア・アジアパラ競技大会に関する懇談会について 

１ 設置の趣旨 

2026 年に開催するアジア・アジアパラ競技大会について、新たな大会の

理念を定義し、事業モデルをイノベーションするための「懇談会」を新たに

設置し、幅広い分野の専門家からの助言を求め、時代のニーズに応えた大会

開催を目指す。 

 

２ 委員名簿 

所属 氏名 

名古屋大学 名誉教授  鮎
あい

京
きょう

 正訓
まさのり

 

公益財団法人名古屋まちづくり公社 

名古屋都市センター長  
（座長）奥野

お く の

 信
のぶ

宏
ひろ

 

筑波大学体育系 准教授 髙
たか

橋
はし

 義雄
よ し お

 

日本オリンピック委員会 理事 谷本
たにもと

 歩実
あ ゆ み

 

日本福祉大学スポーツ科学部 教授 藤田
ふ じ た

 紀
もと

昭
あき

 

中京大学スポーツ科学部 教授 來
らい

田
た

 享子
きょうこ

 

 （五十音順 敬称略） 

 

３ 開催経過 

回 開催日 議題 

第１回 2022年11月21日（月） ・新たな理念の構築について 

第２回 2023年４月28日（金） 
・新たな理念の構築について 

・理念の活用・展開について 

第３回 2023年11月21日（火） 
アジア・アジアパラ競技大会に関

する提言 中間報告について 

第４回 2024年３月27日（水） 
アジア・アジアパラ競技大会に関

する提言について 

資料７



４ 新たな理念 

懇談会における議論を踏まえ、理念構築の方向性を以下のとおり整理す

る。 

【理念構築の方向性】 

・誰もが言えるシンプルかつ具体的な大会理念 

・アジアの人々が共有できる大会理念 

・大会を契機に解決すべき社会課題を表現する大会理念 

・大会の価値、意義を示すことができる大会理念 

・大会を契機として愛知・名古屋の目指すべき姿を示す大会理念 

 

【新たな理念】 

 

 

 

 

 

アジアの 子どもの 未来の ために 

(A better future for Asia, a better world for Children） 


